


《知っとこ 高浜のお宝発見！》 「戦争と高浜」－三宅千惠子さんの証言からみえてくるもの－ 

戦後81年を迎え、戦争体験を直接聞く機会は少なくなっています。今回は、昭和12年に
高浜町に生まれ、幼少期を過ごし、戦争によって父を失った三宅千惠子さんにうかがったお
話をご紹介します。その語りから見えてきたのは、戦争の悲惨さとともに、失われた日常の尊
さでした。 

三宅さんの記憶に残る戦前の高浜は、海と人々の活気に満ちた町でした。高浜座では芝
居が上演され、海岸は子どもたちの遊び場でした。警察官だった父親は写真撮影や船の操
縦を楽しみ、娘をとても可愛がっていたといいます。祭りや進水式も賑やかで、平和な日常が
確かに存在していました。  

しかし戦争が長引くにつれ、その暮らしは変化していきます。父親は「警察官には赤紙は来
ないだろう」と考えていましたが、戦況悪化のなかで召集され、ほどなく出征しました。出発
前、大切な品を庭に埋め、「帰ったら掘り出してあげる」と娘に約束したそうです。しかし父親
は沖縄で戦死し、その約束が果たされることはありませんでした。  

当時の人々はラジオから流れる戦況報告を信じていました。三宅さんの家には近所では珍しいラジオがあり、人々が集まっ
て日本軍の戦果に歓声を上げたといいます。しかし、その多くは実際の戦況とは異なっていました。学校でも防空訓練や竹槍
訓練が行われ、遊びまで兵隊ごっこが中心でした。戦争は暮らしの隅々まで浸透していたのです。 

食糧事情も厳しくなりました。米には小糠が混ぜられ、イナゴを食べることもありました。それでも高浜の海は人々を支えまし
た。鯖やへしこ、タコやサザエなど海の恵みが命をつなぎ、「また鯖か」と思うほど毎日食卓に並んだそうです。戦争の苦しい時
代でも、自然の豊かさと地域の支えが暮らしを支えていました。 

やがて戦争は高浜のすぐそばまで迫ります。鳥居浜で遊んでいた子どもたちは、近づく飛行機を日本軍機だと思っていまし
た。しかし、それは米軍機で、直後に機銃掃射が始まりました。また、舞鶴空襲で青葉山の向こうが真っ赤に燃える光景も目撃
しています。遠い戦場の話ではなく、戦争が目の前の現実となった瞬間でした。  

終戦後に届いた遺骨箱には、小さな石が一つ入っていただけだったといいます。その石を母親が大切に持ち続けた話が強く
印象に残りました。戦争とは、一人ひとりの家族から大切な人を奪う出来事だったのです。 

お話の最後に三宅さんは、「子や孫の代にこれを繰り返してはならない」と語られました。平和だった高浜の暮らしが戦争に
よって失われていく過程を知る証言は、私たちに平和の尊さを静かに問いかけています。戦争を知らない世代だからこそ、その
記憶を受け継ぎ、語り継いでいく責任があると感じました。           文責：高浜町郷土資料館  倉田 尚明 


